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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，フリードリヒ・フレーベルの「教育遊具」の体系化

を未刊行資料(遺稿を含む)の解読によって図るもので、特に、１.ベルリン陶冶史研究図書館保
存の諸資料、２.ベルリン国立図書館所有のプロイセン文化財団の関係遺稿、３.バート・ブ
ランケンブルグ フレーベル博物館所有の諸遺稿を調査し，収集し、その解読に依ってわが
国では初めてその体系化を達成した。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to make the systematize on Friedrich 
Froebel’s educational Toys, especially, achieved by reading and unpublished material 
(including 1.BN Unpublished on Library of Educational Research in Berlin(BBF), 2.NK 
Unpublished of Prussian Culture Foundation in the manuscript section on Berlin State 
Library, 3.BIM Unpublished of Froebel Museum in Bad Blankenburg). 
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研究分野：社会科学 
科研費の分科・細目：教育学・教育学 
キーワード：フレーベル、教育遊具、遊戯、幼稚園、遺稿 
 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) わが国におけるフレーベル「教育遊具(教

具)」は、「恩物」として 1876 年、関	
 信

三(1843-79)によって東京女子師範学校

附属幼稚園に導入されるが、そこでは「恩

物」と「作業具」が混同され，しかもフ

レーベルが構想した第七から第十段階の

「恩物」をも含む「二十遊戯」として誤
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って伝達、導入，使用されてきた。	
 

(2) このフレーベル「教具」のわが国への伝

達の「誤り」は、驚くことに 1996 年、第

1 回日独フレーベル国際会議(ドイツ・バ

ート	
 バートブランケンブルクで開催)で，

荘司泰弘によって初めて明らかにされた

のである。荘司が使用した文献は、旧東

ドイツ・ベルリン「教育科学アカデミー」

保存の資料とバート・ブランケンブルク

が所有する「フレーベル博物館」の諸資

料によるものである。	
 

(3) ただ荘司の研究は，フレーベルの「恩物」
と「作業具」、更には，構想された「恩物」

「作業具」を中心とする「遊具」の研究

に限定されたもので、必ずしもフレーベ

ル「教具」の全体を対象とするものでは

ない。フレーベルの中核的なかつ実践的

な活動である「教育遊具」はその全体像

をもっており、従って、その体系的考察

は不可欠なものである。 

 
2  研究の目的 
 （１）本研究は、Fr.フレーベルの創作的な
かつ実践的な活動としての「教具(遊具・
作業具を含む)」の全体像をドイツ統一後
初めて可能となった未刊行資料(遺稿)の
収集と解読によって明らかにし、その体

系化を図るものである。 
 （２）Fr.フレーベルの「教育遊具」に関す
る研究が世界的規模で今日にいたる迄、

固定的解釈が流布し,「誤導入」し、誤っ
て理解してきた背景として、「教育遊具」

に関するフレーベルのオリジナル資料が

没後、分散して保存され、あるいは個人

に所有されてきたためであって，全体的

なかつ体系的な考察が不可能であったと

考えられる。ドイツ統一後はじめてその

資料のコピーによる全体的な収集と閲読

が可能となりその解読によってその全体

像を考察し体系化を図ることができるよ

うになった。 

  
３．研究の方法 
(1) Fr.フレーベルの「教育遊具」に関するオ
リジナル資料(未刊行資料、遺稿等)はフレ
ーベルの没後、分散して保存、あるいは

所有されていたが 1990 年のドイツ統一
後、初めて，ベルリンの「陶冶史研究図

書館(通称：BBF)保存の BN 遺稿(これは
主として旧東ドイツ教育科学アカデミー

が所有していたもの),並びに「ベルリン国
立図書館」のプロイセン文化財団所有「フ

レーベル遺稿」(これは旧カイルハウ遺稿
(KN)と略称される)とバートブランケン
ブルク「フレーベル博物館(BIM 遺稿)」
所有の三カ所にほぼ集約的に保存された。

この三カ所を中心に未刊行資料を収集し

解読をおこなった。 
(2) フレーベルの「教育遊具」の研究におい
はドイツ・フランスのフレーベル研究者

(H.ハイラント・ドウイスブルク大学フレ
ーベル研究所長, K.ノイマン・ドイツフレ
ーベル学会会長,M.ソエタール アンジェ
教育科学学士院 名誉教授)との共同作業
として,これら三カ所における資料の比較
考察、分析，解釈をおこなった。 

(3) フレーベル「教具」の体系化の構想は、
E.ホフマン(Hoffmann)によって示唆され
た「遊具(恩物)体系」を一つのモデルとし
て論者が「フレーベルの発達的・教育的

教具の体系」として体系化を図った。 

 
４． 研究成果 
(1) Fr.フレーベル教育遊戯(教具)の体系は、
フレーベルの「球体法則」と「媒介の法則」

を結合させながら構成されている。構成の柱



(構成要素)は、以下時計文字 I .家庭育児書『母
の歌と愛撫の歌』(1844)、II. 遊戯手段とし
ての教育遊具(恩物と作業具)、そして III.運動
遊戯の柱で構成されるが、この柱は時期的に

時計文字順ではなく、II—III—I の順(時期)
で構想されている。 
(2)フレーベルは晩年、乳幼児を対象とした育
児書『母の歌と愛撫の歌』(1844)を刊行し，
母親と子どもの身体的接触を通じた感覚遊

戯を重視した。 
(3)遊戯手段としての教育遊具は，子どもの成
長・発達を考慮して考案されており、具体的

には家庭における「教育遊具」，幼稚園にお

ける「教育遊具」，媒介学校における「教育

遊戯」，基礎学校における「教育遊具」に区

分される。 
(4)このフレーベルの「教育遊具」は、基本的
な形式(形)を保持し，その基本的な形として
四つのグループ(a 立体、b 平面 c 直線 d点)
に区分され、それぞれに生活形式、美的形式、

認識形式を示している。 
(5)時計文字 III 「子ども社会における運動遊
戯」は、特にフレーベルが子どもの社会性を

培うものとして集団的な「運動遊戯」(身体運
動)等を考え、具体的に，歌いながら運動する
ための『ボール遊びのための百の歌』(1844)
を制作した。 
(6)Fr.フレーベルの教育遊具の体系には，「遊
具」の分割的過程と構成的過程が考えられ、

それらが結合し全体を構成している。 
	
 なお、論者は Fr.フレーベルの「教具」の
体系図を広島文化学園大学『子ども・子育て

支援研究センター年報』第１号(平成 23 年 8
月)、13頁図 1として図示した。 
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